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Case
Study 2

しん・そんたく 1971年、大阪府出身。大学
4年の時、風邪による高熱のために視神経が
萎縮し、中心部の視野を欠損。現在両眼での
視力は0.01から0.02の間。都立文京盲学校

を卒業後、約3年半、診療所でリハビリテーションの仕事に携わ
る。05年9月から当施設で機能訓練指導員として働き始める。
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所在地：東京都豊島区長崎3-26-4

申さんは入所者・スタッ
フへの心配りができ、眼
差しが優しいですね。

Message ・・・・・・・・

リハビリテーションは、スタッフがチーム
となって、入所者の毎日の生活の中で行われ
なくてはなりません。機能訓練指導員である
申さんは、専門技術・知識が確かなだけでな
く、コミュニケーション能力にも優れ、チー

ムの中で中心的な役割を果たしています。また理学療法士と連
携しながら、着実に成果をあげています。
周囲のスタッフの理解と最低限の心遣いがあれば、機能訓練

指導員の仕事に支障は全くありません。むしろ視覚障害がある
分、他人の痛みが深くわかり、利用者本位のサービスに繋がっ
ていると感じています。


